
鶴
岡
市
消
防
団
藤
島
方

面
隊
（
富
樫
正
明
・
方
面

隊
長
）
に
よ
る
無
火
災
・

安
全
祈
願
祭
が
４
日（
土
）、

藤
島
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

合
併
後
、
旧
町
村
で
は

藤
島
だ
け
と
な
っ
た
出
初

式
は
今
年
中
止
さ
れ
、
安

全
祈
願
祭
は
今
年
で
最
後

と
し
ま
し
た
。

伝
統
の
否
定

平
成

年
度
に
行
革
に

24

よ
る
地
域
庁
舎
機
能
の
見

直
し
の
一
環
と
し
て
、
消

防
団
事
務
を
庁
舎
か
ら
消

防
本
部
・
分
署
に
集
約
し
、

地
域
庁
舎
の
行
政
と
消
防

を
分
離
さ
せ
、

年
度
に

25

藤
島
地
域
の
出
初
式
も
中

止
し
ま
し
た
。

出
初
式
の
中
止
は
旧
藤

島
町
の
伝
統
の
否
定
で
あ

り
、
市
町
村
合
併
に
よ
る

旧
町
村
の
行
政
水
準
（
防

災
は
最
優
先
の
使
命
）
の

縮
小
で
す
。

心
意
気
示
す

出
初
式
は
新
年
早
々
、

風
雪
・
寒
風
吹
き
荒
ぶ
中

で
団
員
が
祝
賀
放
水
や
纏

振
り
・
梯
子
乗
り
、
分
列

行
進
で
住
民
に
心
意
気
を

示
し
て
き
ま
し
た
。

「
出
初
式
は
、
今
も
昔

も
消
防
人
の
士
気
を
高
め
、

消
防
の
力
強
い
威
容
を
市

民
に
披
露
し
て
市
民
の
信

頼
を
得
、
火
災
予
防
の
普

及
、啓
発
を
図
る
も
の
」（
日

本
消
防
協
会
編
『
消
防
団

１
２
０
年
史
』

頁
）
で

49

す
。出

初
式
の
花
で
あ
る
梯

子
乗
り
は
、
鶴
岡
市
消
防

団
で
は
藤
島
方
面
隊
だ
け

が
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
、
祈
願
祭
の
後

に
消
防
Ｏ
Ｂ
会
等
の
寄
付

に
よ
る
加
賀
鳶
梯
子
２
丁

と
び

の
更
新
が
披
露
さ
れ
、
梯

子
乗
り
・
纏
振
り
の
法
被

は
つ

ぴ

も
市
の
予
算
で
新
装
さ
れ
、

妙
技
を
披
露
し
ま
し
た
。

梯
子
乗
り
は
そ
も
そ
も
、

「
火
消
し
が
火
災
現
場
で

高
い
梯
子
を
立
て
、
頂
上

か
ら
火
事
の
状
況
、
風
向

き
、
建
物
の
状
況
等
を
確

か
め
た
の
が
始
ま
り
」（
同

書

頁
）
で
、
こ
れ
を
初

21
め
て
お
こ
な
っ
た
の
が
江

戸
に
在
住
し
て
い
た
加
賀

鳶
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
で
も
石
川
県
金
沢

市
の
出
初
式
は
日
本
一
で
、

旧
藤
島
町
消
防
団
幹
部
は

金
沢
市
の
出
初
式
に
研
修

に
行
き
、
そ
の
成
果
を
活

か
し
て
藤
島
地
域
の
出
初

式
を
つ
く
り
あ
げ
て
き
た

歴
史
が
あ
り
ま
す
。

弘
前
市
の
名
人
か
ら

旧
藤
島
町
消
防
団
の
出

初
式
が
挙
行
さ
れ
た
の
が

１
９
７
２
（
昭
和

）
年

47

１
月
、
八
幡
神
社
前
に
各

分
団
班
長
以
上
の
幹
部
が

集
結
し
、
横
断
幕
を
新
調

し
以
後
恒
例
行
事
と
し
て

継
続
し
て
き
ま
し
た
。

旧
藤
島
町
消
防
団
の
梯

子
乗
り
の
歴
史
は
、

（
昭

78

和

）
年
に
当
時
の
太
田

53
元
也
団
長
が
東
京
の
消
防

大
学
校
に
入
校
し
た
際
、

江
戸
消
防
の
伝
統
を
受
け

継
い
だ
弘
前
市
消
防
団（
５

月
５
日
の
弘
前
公
園
の
梯

子
乗
り
・
纏
振
り
が
有
名
）

の
梯
子
乗
り
名
人
と
い
っ

し
ょ
に
な
っ
た
の
が
き
っ

か
け
で
、
翌
年
の
９
月
に

来
町
。
名
人
か
ら
八
栄
島

公
民
館
で
団
員
に
伝
授
さ

れ
、
農
家
の
作
業
場
に
あ

っ
た
梯
子
で
訓
練
を
重
ね
、

（
昭
和

）
年
１
月
７

80

55

日
、
出
初
式
に
て
初
披
露

し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

そ
の
際
、
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
か
ら
木
製
の
６
㍍

梯
子
を
寄
贈
さ
れ
、
団
員

３
人
が
演
技
披
露
し
ま
し

た
（
町
広
報
２
月
号
の
表

紙
を
飾
る
）。

（
昭
和

）
年
３
月

86

61

に
、
太
田
幹
雄
団
長
の
も

と
で
、
消
防
Ｏ
Ｂ
会
主
体

で
梯
子
乗
り
・
纏
振
り
保

存
会
が
発
足
し
て
い
ま
す
。

（
昭
和

）
年
３
月

88

63

９
日
、
自
治
体
消
防
制
度

周
年
記
念
式
典
が
県
民

40会
館
で
開
か
れ
、
岩
浪
進

団
長
の
も
と
で
、
梯
子
乗

り
・
纏
振
り
を
梯
子
３
丁

で
演
技
披
露
し
ま
し
た
。

（
平
成
６
）
年
５
月

94日
、
横
田
勝
敏
団
長
の

29も
と
で
、
保
存
会
（
当
時

池
田
伝
三
郎
会
長
）
か
ら

加
賀
鳶
梯
子
４
丁
が
寄
贈

さ
れ
、
金
沢
市
ま
で
団
員

が
車
で
取
り
に
行
き
ま
し

た
。

（
平
成

）
年

月

99

11

10

１
日
に
斎
藤
貢
一
団
長
の

も
と
で
女
性
消
防
団
員
フ

ァ
イ
ヤ
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

が
結
成
さ
れ
、
２
０
０
４

（
平
成

）
年
５
月
、
佐

16

藤
吉
紀
団
長
の
も
と
で
、

春
季
消
防
大
演
習
で
女
性

団
員
が
梯
子
乗
り
を
初
め

て
披
露
し
ま
し
た
。

藤
島
町

周
年
は
…

60

ま
た
佐
藤
団
長
の
も
と

で
、

（
平
成

）
年
７

03

15

月

日
、
県
消
防
学
校

25

50

周
年
記
念
式
典
に
、
同
10

月

日
の
鶴
岡
地
区
消
防

26
事
務
組
合

周
年
記
念
式

30

典
に
出
場
し
ま
し
た
。

（
平
成

）
年

月

04

16

12

１
日
、
藤
島
町
民
体
育
館

で
お
こ
な
わ
れ
た
藤
島
町

合
併

周
年
記
念
祝
賀
会

50

で
演
技
披
露
し
ま
し
た
が
、

翌
年
の

月
１
日
に
は
鶴

10

岡
市
に
合
併
。

今
年

月
１
日
が
藤
島

12

町
誕
生

周
年
と
な
る
記

60

念
日
は
…
…
。
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長
沼
小
学
校
の
再
編
統

合
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
つ
い
て
、
報
告
会

が

月

日
、
長
沼
公
民

12

28

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
学
校
適

正
配
置
検
討
委
員
会
長
沼

小
学
校
区
懇
談
会
が

月
11

に
実
施
し
た
も
の
で
、
統

合
し
た
方
が
良
い
と
回
答

し
た
の
は

％
、
存
続
は

45

・
１
％
で
半
々
に
分
か

43れ
ま
し
た
。

自
由
記
載
の
意
見
も
95

人
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
う
ち

人
が
強
く
存
続
を
訴
え

45て
い
ま
す
。

こ
の
日
、
森
政
博
・
懇

談
会
会
長
は
、「
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
を
踏
ま
え
五
分

五
分
で
は
長
沼
小
学
校
を

な
く
す
る
わ
け
に
は
い
か

な
い
。
懇
談
会
と
し
て
は

存
続
を
決
め
た
」
と
述
べ

ま
し
た
。

鶴
岡
市
は

年
度
か
ら

26

次
期
計
画
策
定
に
着
手
す

る
方
針
で
、
あ
く
ま
で
「
複

式
学
級
解
消
」
を
進
め
る

と
し
て
い
ま
す
。

教
育
先
進
国
オ
ラ
ン
ダ

は
３
つ
の
異
な
る
年
齢
層

中
国
な
ど
の
問
題
は
、

経
済
的
、
政
治
的
に
遅
れ

た
国
か
ら
出
発
し
た
こ
と

と
関
わ
り
が
あ
る
。
日
本

は
ど
う
か
。
１
人
当
た
り

国
内
総
生
産
は
中
国
の
８

・
５
倍
、
健
康
で
文
化
的

な
最
低
限
度
の
生
活
を
国

民
に
保
障
で
き
る
巨
大
な

経
済
力
が
あ
る
。
そ
れ
な

の
に
「
後
は
野
と
な
れ
山

と
な
れ
」
と
い
う
、
資
本

主
義
に
特
有
の
「
利
潤
第

一
主
義
」
で
浪
費
型
の
経

済
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

を
合
理
的
に
活
用
す
れ
ば
、

労
働
時
間
の
短
縮
や
す
べ

て
の
人
の
人
間
的
発
達
を

保
障
す
る
土
台
に
な
る
。

自
由
と
民
主
主
義
で
も

中
国
と
は
違
う
発
展
の
道

を
進
む
。
中
国
、
ベ
ト
ナ

ム
、
キ
ュ
ー
バ
で
は
憲
法

に
「
共
産
党
の
指
導
性
」

を
明
記
し
事
実
上
の
一
党

制
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
般

的
な
革
命
の
原
則
で
は
な

い
。
レ
ー
ニ
ン
も
ロ
シ
ア

革
命
の
初
期
に
反
対
政
党

を
禁
止
し
な
か
っ
た
。
日

本
共
産
党
は
、
当
面
の
民

主
主
義
革
命
で
も
将
来
の

社
会
主
義
的
変
革
で
も
、

選
挙
に
よ
る
国
民
の
審
判

を
受
け
、
国
会
で
多
数
を

得
て
進
む
こ
と
を
綱
領
で

宣
言
し
て
い
る
。
思
想
・

信
仰
の
自
由
、
反
対
政
党

を
含
む
政
治
活
動
自
由
の

保
障
、
特
定
政
党
に
特
権

を
与
へ
た
り
特
定
の
世
界

観
を
「
国
の
哲
学
」
に
し

な
い
こ
と
を
綱
領
に
明
記

し
て
い
る
。
こ
れ
が
国
民

に
約
束
す
る
社
会
主
義
日

本
の
展
望
で
あ
る
。

ト
ラ
ン
ス
は
「
越
え
て
」

ヴ
エ
ス
ト
は
「
衣
服
」
で
、

ト
ラ
ン
ス
ヴ
ェ
ス
テ
ィ
ズ

ム
は
服
装
倒
錯
、
異
性
装

の
こ
と
で
、
そ
の
性
癖
の

人
は
ト
ラ
ン
ス
ヴ
ェ
ス
タ

イ
ト
で
す
。
女
形
、
男
役

は
劇
の
役
柄
で
す
が
、
テ

レ
ビ
タ
レ
ン
ト
も
い
る
と

聞
き
ま
す
。

鶴
岡
市
の
天
神
祭
り
と

同
時
の
化
け
物
祭
り
は
、

ト
ラ
ン
ス
ヴ
ェ
ス
テ
ィ
ズ

ム
の
祭
典
で
す
。
こ
う
し

た
人
は
性
的
少
数
者
で
、

ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
…
私
室
、

隠
れ
場
所
…
で
倒
錯
に
ふ

け
る
の
で
す
。
化
け
物
祭

り
で
は
、
そ
れ
が
大
挙
し

て
街
に
繰
り
出
し
、
酒
を

勧
め
ま
す
。
前
記
の
テ
レ

ビ
タ
レ
ン
ト
の
よ
う
に
自

分
の
性
癖
を
公
衆
の
前
に

表
す
こ
と
を
カ
ミ
ン
グ
ア

ウ
ト
と
い
い
ま
す
。
化
け

物
た
ち
が
菅
笠
を
か
ぶ
り

ほ
お
か
ぶ
り
を
す
る
の
は

カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
が
十
分

で
な
い
か
ら
で
す
。

ト
ラ
ン
ス
ヴ
ェ
ス
テ
ィ

ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
知
っ

て
、
始
め
て
そ
れ
に
当
た

る
事
象
を
特
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
全
国
唯
一

の
奇
祭
と
い
う
そ
の
奇
の

わ
け
が
説
明
で
き
る
の
で

す
。

ん
だ
と
。
こ
う
だ
の
。

▼
だ
が
、
失
望
だ
け
で
は

終
わ
れ
な
い
ん
だ
。
だ
か

ら
全
世
界
か
ら
同
時
に
反

発
の
声
が
上
が
っ
た
の
は

当
然
で
あ
る
と
思
う
。

▼
ナ
ン
ボ
国
に
命
を
捧
げ

た
英
霊
に
尊
崇
の
念
を
持

っ
て
、
な
ど
と
言
わ
れ
て

も
第
２
次
世
界
大
戦
後
の

平
和
の
原
点
を
犯
す
こ
と

に
な
る
か
ら
だ
。

▼
私
達
日
本
国
民
だ
っ
て

困
っ
た
ヤ
ツ
だ
、
で
は
終

わ
れ
な
い
で
し
ょ
。
伝
え

ら
れ
る
よ
う
に
防
衛
大
臣

の
電
話
会
談
は
断
ら
れ
た

と
言
う
し
、
中
国
は
話
し

相
手
と
は
し
な
い
と
言
っ

て
い
る
。
韓
国
も
し
か
り
。

▼
こ
の
１
件
で
今
ま
で
も

細
か
っ
た
外
交
の
道
が
な

く
な
っ
た
で
は
な
い
か
。

何
か
と
言
え
ば
国
益
を
称と

な

え
る
日
本
の
代
表
。
ど
こ

に
国
益
が
あ
る
ん
だ
。

▼
誰
の
言
う
こ
と
も
聞
か

な
い
お
山
の
大
将
は
日
本

の
た
め
に
な
ら
ね
ー
か
ら
、

早
く
や
め
て
も
ら
お
う
ぜ
。

ナ
ー
み
ん
な
。（
石
川
）

「
ま
る
ご
と
！
日
本
共
産
党
」
―
日
本
の

未
来
社
会
、
日
本
の
社
会
主
義
は
？

④

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

安
倍
総
理
の
靖
国
参
拝

「
ど
う
し
よ
う
も
な
い

困
っ
た
ヤ
ツ
だ
」
を
英
語

で
は
ど
う
言
う
の
か
ネ
ー
。

ア
チ
ラ
で
は
も
っ
と
厳
し

い
言
葉
で
話
し
て
い
る
と

思
う
が
、
外
交
上
は
「
失

望
し
た
」
だ
っ
た
。

▼
失
望
し
て
も
見
捨
て
る

な
ど
は
で
き
な
い
事
情
が

ア
チ
ラ
に
は
あ
る
の
だ
。

当
然
そ
の
事
情
を
計
算
し

て
の
行
動
だ
と
思
う
よ
。

こ
れ
は
俺
の
邪
推
だ
が
。

▼
大
金
と
不
確
か
な
約
束

を
飲
ん
で
県
民
と
の
公
約

を
破
っ
た
沖
縄
の
知
事
か

ら
、
新
し
い
基
地
の
埋
め

立
て
に
認
可
が
出
る
と
確

信
。
と
す
れ
ば

年
間
進

17

展
が
な
か
っ
た
懸
案
事
項

に
方
向
性
が
出
て
く
る
。

▼
ア
チ
ラ
さ
ん
は
喉
か
ら

手
が
出
る
ほ
ど
待
っ
て
い

る
話
だ
。
だ
か
ら
こ
の
日

が
絶
好
の
日
と
実
行
し
た
。

何
し
ろ
前
期
で
は
ど
う
し

て
も
行
け
な
か
っ
た
あ
の

神
社
。
ク
ヤ
シ
グ
デ
、
ハ

ガ
イ
グ
デ
が
解
消
で
き
た

長
沼
小
学
校
の
存
続
決
め
る

学
校
適
正
配
置
検
討
委
員
会

長
沼
小
学
校
区
懇
談
会

赤
旗
日
曜
版

月
１
日
付

12

トランスヴェ
スティズム

大沼 浩

の
子
を
同
じ
グ
ル
ー
プ
に

入
れ
て
学
ば
せ
る
複
々
式

・

・

・

学
級
を
基
本
と
し
て
お
り
、

市
の
「
複
式
学
級
解
消
」

は
教
育
政
策
と
し
て
も
少

子
化
対
策
と
し
て
も
根
本

か
ら
間
違
っ
て
い
ま
す
。

存
続
を
決
め
た
地
区
の

決
定
を
尊
重
す
べ
き
で
す
。

統合

(45.0%)
408

存続(当面)
(30.2%)

274

存続(将来も)

(12.9%)
117

わからない

(11.8%)
107

長沼小学校の再編統合に関するアンケート調査（Ｈ25.11 実施）

配布１０１８　回答総数９２６(うち無回答１０)　回収率91.0%
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